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資料１－７



課題解決に向けたシステム化検討

＜担当グループ＞
（１）社会経済活動へ貢献するための知の創造

平成27年2月17日

相田 仁、江崎 浩、川人 光男、村瀬 淳、佐々木 繁（とりまとめ）
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第８回ＩＣＴ－ＷＧ資料１－３（抜粋）
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ア：今の提案内容に活用できるもの
【地1,2,3,4】
• モデル案(3)については、法制度整備等の掘り下げがあまりできなかったことから、以下の状況を
踏まえ、「医療都市」「農業都市」「自動走行」から「農業都市」を取り上げる。
- 医療都市：戦協･WGがなく、今回具体的なシステム化提案ナシ
- 自動走行：SIPにて幅広･体系的に取り組み中

イ：新たな提案のきっかけとして活用できるもの
【地7】
• 「ありたい姿の実現イメージ(到達レベル)」が唯一具体的に想起できたこと。
特に、熟練技能者のもつ属人的技能の大別と、運動感覚系の必要性と困難さが伝わり、超え
るべきハードル(1mm以下/１秒以下の世界、生身･五感等)が共有されたため、ここに焦点を
絞って取り上げる。ただ、他のご提案同様、目標を決める重要な要素(「レベル」以外の「いつまで
に」「インパクトスケール」など)がまだ当該ご提案にも欠けている。

【ナ1,2,3,6,9,10,11,12,14,15】
• 日本に強みがある材料関連産業のさらなる競争力強化や、日本が抱える課題の克服を支える
ツールの開発として、【ナノテク･材料】から非常に多く提案のあった「マテリアルインフォマティクス」
関連を取り上げる。

※但し、検討にあたって本来必要な利活用省庁を中心とする既存の検討状況や施策･予算化
状況については、十分踏まえられていないことはご容赦いただきたい。(ありたい姿実現のステップ
として、どこまで進んでいるのか、いないのか)

 各戦協･WGからのご提案抽出の考え方
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提案システム 戦協･WGご提案 シナリオ案

コンパクトシティ
(農業) 地1,2,3,4

• ありたい姿として、世界との競争に勝ち残るとともに協業･補完し合えるコンパ
クトシティの構築を実現する。今回は、農業都市を取り上げる。

• 就農人口が減少する中、日本の農業の競争力強化と農地保全のためには、
大規模営農化する(一単位当たりのコスト削減)とともに、品質･収量を含め
生産性を高める(一単位当たりの価値向上)ことが重要となり、人の手を介さ
ずにできる作業の自動化･知識化を進め、人と機械の最適な協働を目指す。

• この実現によるインパクトは、今後ますます伸びる世界の食物需要に応じた輸
出の拡大が挙げられる。産業としては、若手･新規参入の機会が増えることに
よる活性化、市場ニーズに合せた高品質･多品種生産の道が開ける。

• 実現のためには、個々の課題ごとに実証研究を進めることに並行して、それら
を統合して相乗効果を検証するステップが必要である。さらに、農業で戦える
地域をつくっていくためには、地域ごとに、どの規模で、どういった作物種の組み
合わせで、どの市場を狙うのかのビジョンも必要である。(それに応じて、必要と
なる技術の組み合わせやスペックは異なってくる(個別課題ごとの実証研究を
進める際には、これらを踏まえることが重要となる。今回は、過去の実績等さま
ざまなデータと熟練者の経験と勘の融合により、作物能力を最大限発揮させ
るだけでなく、変動域の少ない安定的な収穫、若手育成を行う))
想定されるステークホルダー：農林水産省、農業経営者･従事者、自治体、
地域住民、消費者 等

なお、SIP「次世代農林水産業創造技術」との連携も模索のこと。

※次頁のモデル案及びp.23も合せご参照下さい。 ア:モデル案(3)のブラッシュアップ
1.シナリオ案
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ありたい姿
競創的コンパクトシティの構築
効率性を追求したスマートシティ･
コンパクトシティの構築
- 世界との競争に勝ち残るため
に特定産業に特化

- 各都市がグローバルに協業･
補完し、エコシステム形成

↓

「農業都市」×ICTの活用
⇒ スマート農業

↓

【産業競争力へのインパクト】
◆競争力を持った複数の地方
都市の創出
(例えば、世界の食の市場
規模:680兆円(内閣府))

超省力･大規模生産

作物能力の発揮

きつい･危険な作業
から解放

消費者･実需者に
安心と信頼提供

203X

既存技術 新たな研開下図内凡例： 制度等

 ア:モデル案(3)のブラッシュアップ

誰もがとりくみやすい

異常気象対応

流通の高度化
(研究会まとめには、
現在はICTの要素ナシ)

※農水省「スマート農業研究会」「生産現場強化のための研究開発戦略(農業･農村)」を参照

2015 2018

実証研究
フェーズ 実装フェーズ

追加的実証 追加的実証

(第一次システム)
(技術、システムへのフィードバック)(技術、システムへのフィードバック)

土地基盤整備

共通コード化

機器間通信
の標準化

ノウハウ
取扱ルール

安全ガイドラインリスク
アセスメント

オープンデータ 農地情報
の電子化

データ
取扱ルール

(農業機械の自動化、
除草･水管理等の自動化)

(アシストスーツ、除草･水
管理等の自動化)

(農業機械アシスト装置、
病害虫への対応等)

(圃場等の状態に応じた
作業計画･資材最適化)

制度･環境
整備面

農業は、個々の技術開発による個々の課題の
解決だけでは、全体として強くならない。
コンパクトシティとして想定することで、
まず、地域の特性に合せ、どの作物をつくるのか
(リスクに備え複数種)、生鮮物と加工物の比率
はどうするか(全体としての収益性の確保)、販路･
市場はどこを狙うか など全体で何を目指すのかを
検討することが重要。

2.モデル案 ブレークダウンした
課題

ノウハウの
アーカイブ化

トレーサビリティ



過去の実績等さまざま
なデータと経験･勘
の融合･活用
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ありたい姿
競創的コンパクトシティの構築
効率性を追求したスマートシティ･
コンパクトシティの構築
- 世界との競争に勝ち残るため
に特定産業に特化

- 各都市がグローバルに協業･
補完し、エコシステム形成

↓

「農業都市」×ICTの活用
⇒ スマート農業

↓

【産業競争力へのインパクト】
◆競争力を持った複数の地方
都市の創出
(例えば、世界の食の市場
規模:680兆円(内閣府))

センサネットワーク

203X

既存技術 新たな研開下図内凡例： 制度等

 ア:モデル案(3)のブラッシュアップ

2015 2018

実証研究
フェーズ 実装フェーズ

追加的実証 追加的実証

(第一次システム)
(技術、システムへのフィードバック)(技術、システムへのフィードバック)

アルゴリズム開発

研究開発面
(1テーマ抽出)

セ
ン
シ
ン
グ

デ
バ
イ
ス

病害虫センサ

肥料センサ

生育状況確認

機械学習

非破壊センサ
(成分等)

ブレークダウンした
課題

･･･

複数データの
統合型マイニング

2.モデル案

作物能力の発揮

誰もがとりくみやすい

ノウハウの
アーカイブ化 類推

レコメンド技術

ビ

グ
デ

タ
解
析

データの
信頼性･価値付け

より精緻な
気象予測

育成管理
品質管理
収穫期管理
など

リアルタイム解析

半自動化

トレーサビリティ
情報へ自動加工

消費状況
フィードバック

育成する作物によって、
時間軸･難易度等が
異なってくる

市場動向･予測

技術を挙げていく場合、個々
の課題解決のために必要なス
ペックの明確化が必須となるこ
とから、敢えて1テーマを抽出

環境センサ
(温度、湿度、水等)
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大量生産・安定供給の追求

クラウド
高度な情報処理

環境情報 育成情報
リソース
管理情報

高付加価値の追求

生産プロセス管理
農業ロボット制御
農業リソース管理

農産物工場

バイオマス
エネルギー工場

農業ロボット

自動収穫・
出荷管理
システム

自動収穫・
加工システム

Big Data

データ データ
気象情報

実世界
actuation

Agriculture 4.0
Cyber Physical System

環境センサ

自動育成
制御

非破壊センサ

IoT

Minimum Viable Ecosystem

6次産業化※１

市場情報

圃場センサ
病虫害検出
センサ

育成管理システム、
農業リソース可視
化システム

農地クラウド
自動化農業

品質情報

農業ロボット制御
品質・成分管理
レーティング

実世界
actuation

流通技術

販売管理

流通技術

販売管理

流通情報 販売情報

クラウド
連携

※１「加工、流通も融合した農業の高付加価値化、ブランド化」

生産性向上

 ア:モデル案(3)のブラッシュアップ
3.システムイメージ案
仮説にてシナリオ及びモデル案を検討してきた内容を踏まえ、ICTの特性(効率化と知識化)に立ってシステムとして整理した概念図。



政策課題を解決するためのシステム提案V2
-領域２：個々人が社会活動へ参画するための周囲の環境からの支援 -

V1： 2015年1月19日
V2： 2015年2月17日

ICT-WG構成員
新井紀子、島田啓一郎、西直樹☆、松澤昭、水落隆司

（☆： 取りまとめ）

第８回ＩＣＴ－ＷＧ資料１－４（抜粋）
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ビッグデータ解析・経験
知を加えたモデル構築

システム

システム提案V2 （及び総合戦略2014から見た位置づけ)

科学技術イノベーション
が取り組むべき課題

分野横断技術ICT領域2：
政策課題解決のおける
産業競争力強化策

(2030年までの成果目標）

総合戦略2014で言及
されているコア技術

下線付き赤文字４項目が、
H27APとして誘導できなかった

強化策

エネルギー 健康長寿
次世代
インフラ

地域資源、
復興再生

音声操作や意
識だけで簡単に
動かせる機器
操作

健康を体内から
常時監視するイ
ンボディデバイス
による健康デー
タのクラウド管理

文化や言語、暗
黙知の異なる
人々へ医療ケア
やサービスを提
供するための意
思伝達サポート

距離の壁を超え
た臨場感通信環
境による地域の
生産技術の活用
や新しい教育体

験

多言語音声認識・
翻訳技術

意味や健康状態等
を把握する技術

（知識処理、自然言
語・手話・身振り）

HI技術
(情報提示)

バーチャルコミュニ
ケーション技術

小型デバイス技術

情報等を自ら
読んで理解し、
適切に処理する
ことができるロ
ボットの実現

多感覚可視化技
術に基づいて遠
隔医療・遠隔診
断といった健康・
福祉社会の深化，
感性情報の共有
に基づく新たな
産業基盤の創出

提案システム
多言語翻訳
システム

空間映像
システム

ヘルスケア・
モニタリン
グ・システム

自立型モビ
リティ・シス
テム

オリパラ

高性能・高品質な製
品の効率的生産を支
えるイノベーション

屋内外シー
ムレス測位
システム

つながる「地域ー企
業ーユーザー」を実現
する情報技術

農業におけるビッグ
データ解析・経験値
を加えたモデル構築
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「政策課題解決への貢献」を達成する上での施策ポイント

 高性能・高品質な製品の効率的な生産を支えるイノベーション技術の創出： 地域創生、
日本が誇る文化・高品質な物づくりのブランドとサステナビリティを高め地域産業拡大

 「制作現場に専門家（コンサル／企画者）を送って施策を考案」する事業を創出。施
策考案後の実行に対しても必要に応じて国が支援を行う。

 つながる「地域ー企業ーユーザー」を実現する情報技術： 日本を支えるモノづくり中小企
業の新結合を生み出す、技術情報ネットワーク化・ユーザを加えたバリューチェーンを実現

 「ターゲット市場領域やユースケース」を描きつつ、既存のサプライチェーンを超えて
設計データ/技術情報の共有を実現するプロトコル標準化とシステム実現を推進。

 農業におけるビッグデータ解析・経験値を加えたモデル構築： 基幹的な農産物（地産地
消）～ブランド食材～機能性材料（薬草・生薬等）まで、ニーズ理解・生産性向上／生産
安定化・種苗開発等に役立てるビッグデータ基盤・解析システム。

 価値実現を狙うシナリオが多数かつ多様性に富む。ビッグデータを収集・蓄積する
基盤整備（高効率・低コストに圃場データをセンシング、農業指導者・農家の暗黙知、
学術データの体系化）を進めつつ、解析価値シナリオの定量化を進めることが必要。

 ビッグデータ解析による経験知を加えたモデルの構築： 専門家の知見を民主化する
 専門家の知見／知的生産活動の生産性向上を通じ、（国内労働人口は減少する
が）国内総生産拡大を図る。府省庁の所管取り組みの把握・情報共有から始める。
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農業におけるビッグデータ解析・経験値を加えたモデル構築（ねらい）

タイトル（システム名称）： 農業におけるビッグデータ解析・経験値を加えたモデル構築

1. 位置づけ：「ビッグデータ」技術を活用による地域創生・産業競争力強化の１領域とし
て、農業分野に関する施策提言。
 食農ネットワークの強化
 農業の生産性向上と高付加価値化
 広く： 種苗開発・品種改良（遺伝子発現、代謝物質発現解析）や圃場環境のセンシン
グ、精緻な気象予測・作物生育予測の連携による、栽培管理の効率化・低コスト化、高
品質・高収量化・育成時期最適化、病害虫発生予知・早期対処。

 高付加価値化： 和食食材等含め機能性高い農産物（アグロメディカルフーズ）の開発
促進と普及。機能性成分高含有作物（生薬・薬草等の漢方材料、サプリメント・化粧品
等の素材）の栽培最適化

2. どのようなシステムで課題解決に取り組むのか
 「消費者-流通-農業研究者・指導者・生産者の市場ニーズに関わるネットワーク化
支援システム」と、「生産者-農業指導者・研究者のための生産最適化・新作物開発
の支援システム」から構成される。

3. 「政策課題解決の視点」や「今後さらに取り組むべき課題」との関係・位置づけ
 我が国における農業の発展・競争力強化は重要課題であり、ビッグデータ解析によ
る価値創出分野の１つとして取り上げた。
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農業におけるビッグデータ解析・経験値を加えたモデル構築 続き

4. 産業競争力を高めるシナリオ
 価値実現を狙うシナリオが多数かつ多様性に富む。ビッグデータを収集・蓄積する
基盤整備（高効率・低コストに圃場データをセンシング、農業指導者・農家の暗黙
知や学術データの体系化）を進めつつ、解析価値シナリオの定量化を進めることが
必要。

5. システムを完成させるために必要となるコア技術とその到達目標
 地域資源2からのご提案を整理し始めた段階であり、現時点では優先度高いコア
技術を見通しにくい。種苗研究開発や高機能性作物のコア技術絞り込みは比較
的容易であるようにも思われるが、これと共に、基礎的な農業作物（お米や野菜）
の競争力強化に広く役立つシステム像とコア技術を見定めていく必要もある。

6. 補足事項
 新たなICTシステムが、農業の競争力強化の実現に大きな貢献となるようにしてい
く上では、農業とICTの両方の有識者をでさらに深堀議論を行っていく必要がある
ように感じられる。
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農業におけるビッグデータ解析・経験値を加えたモデル構築
（システムイメージ図）

ユーザー
（消費者、企業）

農家、及び
農業研究者・指導者

マーケッティング
開発

生産

物流使用

ニーズ
企
業

企
業

企
業

ユーザー

ユーザー ユーザー

地域内・
地域間
の連携

バリューチェーン
ネットワーク
システム

農業ビッグデータ

農業ビッグデータ解析・モデル構築による価値化
（種苗開発・品種改良、栽培管理の効率化・低コスト化、高品質・
高収量化・育成時期最適化、病害虫発生予知・早期対処等）学術

知見

農家の
暗黙知

広域

気象
データ

農業開発・
生産支援
システム

研究開発現場
（実験農場等）

圃場
（農業現場）

機能性素材
生産現場

モニタリング（気象（光・温湿度）、水、土壌、
育成状況、遺伝子発現、代謝物質発現等）
固定センサーと共にUAVや衛星リモートセンシング等も活用

農業現場への情報フィードバック
（機械化・自動化については領域１で検討中）

コホート調査等も用い、
アグロメディカルフーズ
開発にも役立てる


